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　小胞体は多機能なオルガネラであり、多くの機能ド
メイン構造を持つ。ドメインの構築には適切なタンパク
質および脂質の局在化が不可欠である。本研究では、
小胞体のドメイン形成という観点から、MAM 形成に
関わるタンパク質輸送およびリン脂質代謝に関して解
析を行う。

　小胞体は分泌経路のスタート地点であり、分泌型タンパク質は小

胞体に取り込まれたのち、ゴルジ体を経て細胞膜へと輸送される。

また小胞体はミトコンドリア、ペルオキシソーム、脂肪滴などの分泌

経路以外のオルガネラとも近接あるいは接触をもち、それらの形成・

機能に寄与する。小胞体は極めて多機能なオルガネラであり、それ

ゆえ連続した膜構造を保ちながら、様々な機能ドメインをもつ。

　生体膜上のドメインの構築には適切なタンパク質および脂質の局

在化が不可欠である。我々はこれまで、分泌輸送に関わる小胞体ド

メインである ER exit site の構築に関して解析を行ってきた。そし

てその調整に関わる因子として p125/Sec23IP と Sec16A を発見し

た。さらに最近、動物固有のタンパク質である Sec16B が小胞体か

らペルオキシソームへの輸送に働くこと、また膜融合に働く SNARE

タンパク質のひとつである Syn18 が粗面小胞体と滑面小胞体の統

合に重要なことを報告した。本研究では、これらのタンパク質の機

能解析を中心に、小胞体のドメイン形成という観点から MAM 形成

機構を解析する。小胞体内でのタンパク質輸送およびリン脂質代謝

に関して解析を行う。
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